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CS4-6〔Ⅰ〕　微動による不盤形表層地盤構造の推定について(その2)
-F EM解析と微動観叫の比較一
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1.はじめに

表層地盤の不整形性と地震被害の間の密接な関係が近年の大地震でますます明らかにされるに伴い,不整

形表層地盤の震動性状の把捉が急務とされている1)｡筆者らは不整形な表層地盤を比較的簡便かつ正確にモ

デル化することを目的として,微動観測を用いた地質基盤構造の推定を考えた｡ここでは, FEM解析によ

って微動観測サイトをモデル化して,不整形表層地盤に起因する地表面応答の評価手法について検討し,微

動観測結果と比較した結果について報告する｡

2. FEMによるモデル化

微動観測サイトは,図-1 (a)に示す沖積谷地形地盤で

ある｡微動観測を実施する測線に沿った表層地盤の横断面を,

地質資料2)に基づいて図-1 (b)のように2次元FEMで

モデル化した｡入力地震波としては数種現の実地巽汝の他,

図-2に示すフーリエスペクトルがどの周波数でも一定とな

るようなランダム汝を用いて,地震応答解析を実施した｡

3.地盤の不整形性と地表面応答特性

表層地盤の卓越震動を把握するため.まずモード解析を行

った｡図-3は,その結果得られた微動観測地点の表層地盤

の1次卓越振動モードである｡この振動モードより.水平振

動に伴って地盤のポアソン比に基づく大きな上下動が,谷の

両斜面の地表で発生しているのが明らかである｡

地質応答解析の結果得られた地表面応答を整理し,表層地

盤の地質基盤構造を推定することを目的として,地表面応答

丑と.Llて水平動を用いて検討してト　　　　　　-　4m
.▲　ヽ

きた1)｡しかし,上記のような水

平振動に伴う上下動の方が.表層

地盤の不整形性をより反映してい

るように思われる｡そこで,この

ような1次卓越振動数成分でフィ

ルター処理された上下動に著目し

て,上下動の応答について検討を
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図-1 (b)　微動観測サイトの表層地盤のF EM解析モデル

行った｡　微動観測結果との対応を考慮

し,応答としては速度を用い,まず表層

地盤の1次卓越振動数付近の　0.8-1.0

Hzのバンドパスフィルターで処理する｡

次に, (1)波形の最大速度(CASE-1) .

(2)波形の絶対値の時間積分値(CASE

-2) ,および(3)フーリエ振幅の周波

数概分値(CASE-3)の3種類を求めて各

200. 0

～ 0.0

■●

-200. 0

0.0　　　2.0 A.0 B.0 BJ.o■ Jd.D■ J占.or JI1.0■ 1`.0■ Ji:011ll

t I m e　(S e C)

図-2　解析に用いたランダム波

川は;
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図-3　表層地盤の1次卓越振動モード

地点の応答値とし､検討を行った｡　　　,.｡

4. FEM解析結果と欲動観測結果の比較

ランダム汝を入力地震波として行った地

震応答解析結果に対し,上記の3ケースの　‥

応答値を求めて図-4にプロットした｡各

ケースの応答値の分布形状にはほとんど差　○｣

異はなく,いずれも左右の地質基盤斜面上

に明瞭など-クを示している｡ピークの位

髭は図-3の振動モードの上下動のピーク　0.0

の位置とはぼ一致している.したがって,　　　　　図-4　上下動応答値の分布に関する比較

このような応答値の分布から,地震基盤構造を推定することが可能と判断した｡図-4中には,図-1のサ

ィトで別途実施した微動観測結果3)のうち, CASE-3の応答値分布も示されている｡ FEM解析の際の地盤モ

デルはあくまでも推定であり,実際のサイトの地盤構造とは一致していない可能性があり,また微動観測結

果の処理方法についてもまだ改良の余地がある｡しかし,右の地震基盤傾斜面に対応する応答値のピークに

ついては,微動観測によっても明瞭に現れており,今後の観測精度の向上によって,微動観測を用いて不整

形表層地盤構造を推定することが可能となると判断される｡

5.まとめ

微動観測サイトを2次元F EMでモデル化して地震応答解析を実施し,上下動の地表面応答に着目するこ

とで,表層地盤の地震基盤構造の推定の可能性について検討した｡また, F EM解析結果と微動観測結果を

比較した｡その結果,次の結論が得られた｡

(1)地表面における上下動応答に開し,表層地盤の1次卓越振動数成分の応答が,地震基盤構造を比較的

良く反映している｡

(2)微動観測結果によって得られた上下動の地表面応答分布によって,表層地盤の地雷基盤構造に基づく

応答特性を得ることができた｡

これらの結果を基に,今後さらに微動観測による不整形表層地盤構造の推定法を改善,発展させてゆきた

い｡
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